
第２回 市民プラザ跡地複合施設 管理運営ワークショップ 

プログラム 

日時：平成２５年８月８日（木）14：00～16：00 

場所：本庄市役所 大会議室 

プログラム 

時  間 内  容 備 考 

～14:00 受付 

・前回と同様の３グループに分かれます 

 

14:00～14:05 （１） 今日の進め方【５分】 資料１ 

14:05～14:20 （２） 前回のふりかえり【１５分】 

・ワークショップのまとめとＱ＆Ａ 

・なんでもアンケートのまとめ 

 

資料２ 

資料３ 

14:20～14:40 （３） 設計完成に至るまでの経緯について【２０分】 

・これまでの経緯 

 

資料４ 

14:40～14:50 （４） 個人作業『新施設を使った事業やイベント』【１０分】 

・各自考えてきた事業をふせんに簡潔に書きましょう（後で整理しやす

いように１枚に１つの事業やイベントで） 

・コラボ企画や部屋・スペース・屋外をまたいだイベントもＯＫ 

 

14:50～15:00 休憩【１０分】  

15:00～15:20 （５） グループワーク『新施設を使った事業やイベント』【２０分】 

・今日のリーダー（前回と違うメンバー）を選び、リーダーを中心に進

めましょう 

・グループ内で簡単に説明をしながら、ふせんを模造紙に貼りましょう

（１人ひとり順番に全員が行う） 

 

15:20～15:35 （６） グループ内でのまとめ【１５分】 

 ・事業実施の季節やジャンルに偏りがないように整理しましょう 

 ・どうしてこの事業がやりたいのか明確にしましょう 

 ・この施設の求められている姿をまとめましょう 

 

15:35～15:50 （７） 各グループからの発表（全体会）【１５分】 

・各グループのリーダーが話し合いの過程や意見をまとめて発表します

（１グループ５分程度で…） 

 

15:50～16:00 （８） 次回の予定、メンバーからのお知らせ、アンケート【１０分】 

 ・次回の課題について簡単に説明します（開催通知配布） 

・メンバーからイベント等のお知らせがあれば… 

・なんでもアンケートへの協力をお願いします 

資料５ 

 

資料１



第１回 市民プラザ跡地複合施設 管理運営ワークショップ 

本庄市の良い点・悪い点のまとめ 
 

★Aグループ★ 

                                      

 

≪文  化≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪施 設≫ 

 

                            

 

 

≪中心市街地≫ 

 

                           

 

 

 

≪環 境≫ 

                            

 

 

 

≪医療・福祉≫ 

 

 

 

 

≪ひ と≫ 

 

 

 

≪交 通≫ 

 

 

 

 

 

≪市民活動≫ 

 

 

 

 

≪その他≫ 

 

 

 

 

・市全体で歴史やお祭りをもっと大切にし、PR
してほしい 

・本庄を案内できる人が少ない（歴史・うまい処・
観光） 
・本庄名物が少ない（菓子・工芸品etc） 
・魅力・自慢できるものがない 

・ミニ公園について・・・民間委託により、立派

になった 

 
 

・施設がバラバラ（特にスポーツ施設）
・市中にトイレの増設をしてほしい 
・デパートがない 
・商業施設同士の競争で、大型店舗になり過ぎ購
買しにくい 

 

・銀座通りの廃屋を早期除去してほしい（観光者
が来た際にみっともない） 
・商店街が全滅になりそう！ 
・市街化中心地の発展ばかりを考えすぎ 

 

・河川がとてもきれいになってきた 
・自然がまだ数多く残っている 
・立地条件がよい 
・自然災害が少なく、住みやすい所である 
 

・高校生が多く（６校）、他市町村から通っている

 

 

・近所ないし地域との関わりを持たない人が増え
ている 
・単身の高齢者が多い 

・高齢者の足を考えてほしい（バスなどの交通機
関をもっと高齢者が利用しやすい環境を整えて
ほしい） 
・交通機関の格差が地域によって激しい 

・本庄はアクセスがとても良い

・人口が少ないので渋滞が無い 
 
 

・団体活動が活発であり、参加している方も多い 

 

 

 

・ボランティアグループがいくつも乱立し、それ
ぞれが個々に活動している。もっと横のつなが
りを持って行動をした方がよい 
・早稲田大学との関連をもっと深めたい 
・市民参加のワークショップが少ない 

 

 

 

・市役所は縦割りが続いている
・市役所は、住民に対しもっとガラス張りで分か
りやすく情報を伝えてほしい 
・本庄地域・児玉地域との連携が足りない 

 

 

 

・文化財が大変多くある（山車等） 

 
 
 
 

 

 

 

 

・安心安全をもっと前面に出してほしい 

 

 

・救急の病院がない
・医療施設の完備不足（伊勢崎、藤岡、深谷等に
比べて、、、） 
・市内で病気が完治するまでの治療ができない 

資料２ 



★Bグループ★ 

                                  

 

≪文 化≫ 

 

 

 

 

≪施 設≫ 

 

 

                            

 

 

≪中心市街地≫ 

                           

 

 

 

 

≪環 境≫ 

                            

 

 

 

 

 

≪医療・福祉≫ 

 

 

 

 

 

 

≪ひ と≫ 

 

 

 

 

 

 

≪交 通≫ 

 

 

 

 

≪市民活動≫ 

 

 

 

≪その他≫ 

 

 
 

 

 

 

 

・祭りへの参加意識が少ない ・山車の評価が高い 
・祭りなど歴史的なものがある 
 

・駐車場が広くて止めやすい
・本庄市は色々な施設がコンパクトにまとまって
いる 

 
 
 

・公共施設は半日でも良いので、日曜日も使用可
にしてほしい！ 
・駐車場が少ない 
・日曜日、駐車場として開放 
・建設予定の複合施設は、駐車場が狭く・少ない
ようですが大丈夫でしょうか？ 
・図書館のレベルが低い 

 

 

 

・JR(北口)が寂しい。街を魅力的に！ 
 

・児玉まで含めると意外と広い 
・自然がいっぱい 
・三方が山に囲まれた地形 
・災害（天災）が少ない 
・上里町より水道水がおいしい 
・他市より物価が安い（ガソリン、家賃等） 
 

・統一されたイメージが持てないまち（家並み等）
・魅力的な公園が無い 
 
 
 
 
 

・新しいもの好き
・馴れれば心温かい 
 
 
 
 

・最初は中々打ち解けない
・本音で物事を語らない 
・外国人にもっと関心をもってほしい 
・大人のマナーが良くない 
・よそ者に少々冷たい  
・積極性に欠ける 

・東京へ行くまでの電車賃が高い！
・どこへ行くのにも車がないと不便 
 
 
 

・交通の便が良い（他市に引っ越して初めて気付
いた） 
・新幹線の駅がある 
・高速道路のインターチェンジがある 
 

 

 

 

 

・市役所は市民の意見の吸い上げ方が下手！！
・質の高い本屋が少ない 
 
 

 

 

 

 

 

・障害者専用駐車場の設置
・自転車転倒防止が無いので、付けてほしい 
・非常ベルの設置 
・バリアフリーの施設が少なく、施設の備品も悪
い 
・障害者に配慮した分かりやすい情報伝達 
 

・美人が多い 
・派閥がないので、自由に発言できる（選挙等の
際に、大きく割れない） 
 



★Cグループ★ 

                                   
 

 

≪文 化≫ 

 

 

 

 

 

 

 

≪施 設≫ 

 

                            

 

 

                           

 

 

 

≪中心市街地≫ 

 

 

                           

 

 

                            

 

≪環 境≫ 

 

 

 

≪医療・福祉≫ 

 

 

 

 

≪ひ と≫ 

 

 

 

 

 

≪交 通≫ 

 

 

 

 

≪市民活動≫ 

 

 

 

 

 

 

≪その他≫ 

 

 

・郷土愛を育てることの努力不足
・観光を推進する組織がない（あっても、実態が
動いていない） 
・歴史はあるが、PRが下手 
・観光を推進する意識が無く、集客する策も乏し
い 
・本庄駅や交通機関等の人が目にするスペース
に、本庄市をPRする看板等の広告展示がない
（祭りやイベント等のPR不足） 

・まつりやイベントなど開催が多い 

 
 
 
 
 
 

・歩いて行ける距離に住民が集える施設がある 
・無料で会議・活動に使用できる施設がある（コ

ミセン等） 

 

 

・市営駐車場の設置が欲しい 
・イベント開催で駐車場が少ないことがよく問題
になる 
・まちなかに施設があっても駐車場問題がクリア
できていない（市民活動がしにくい） 
・商業施設は大型店同士の競争で、大型店舗にな
り過ぎ、購買しづらい 

 

 

 

 

 
 

・商店街が瀕死の状態（シャッターの下りた店が
多い） 
・大型のスーパーはあるが、中心市街地は空き店
舗が多く、まち中の機能が失われてきている 
・駅前が寂しい、殺風景（ゴーストビルがある） 
・まち中を人があまり歩いていない 
・大型スーパーが多すぎる 
・ドーナツ化現象 

・山林多く、都会に近く、住みやすい 
・まち中に緑が残っている 
・自然環境が良い・風光明媚である 
・天災が少なく、安定した気候 
・水が良い・美味しい食材がある 
 

・群馬に近いのに最低賃金が高い 

 
 
 

・住民がのんびりしている
・本庄市には何も無いと言う人は多いが、本当は
本庄を大切に思っている人も多い 
・プロ・アマ問わず、音楽関係の人が多い 
 
 

・若者がまちから流出している（市内の労働環境
の整備不足） 
・目新しいものは好きだが飽き易い 
・他力本願、封建的、ヤクザ的な気質、男尊女卑 
・独居老人が増えている 
・人口減少が進行している 

・交通アクセスが良い
（JR3駅、国道３本、高速 I/C １箇所） 
 

・様々な団体が市内で活動をしている 

 

 

 
 

・市民活動団体の中心的な交流の場が少ない
・ボランティア団体同士や民間企業など、交流・
情報交換等がない（横のつながりをまとめてく
れるところがない） 
・気軽に集まる場があまりない 
・地域の交流が少なくなった 
・公共施設の利用申込みをネットで出来ない 

・転勤した銀行の支店長はお世辞もあるが、本庄

はいい！と言っている 

 

 
 

・本庄市の特色が他県・市町村へ伝わっていない
・市役所は、住民に対して情報をもっとガラス張
りで分かりやすく伝えてほしい 
・本庄地域・児玉地域との連携が足りない 
・高齢化が進行している。市民に対して、市がど
のような計画をしているのか情報をしっかりと
発信してほしい 

 

 

 

・ターミナル医療がない 
・老々介護が増えている 
・高齢化が進行しているのにも関わらず、医療機
関が少なく、急病時の対応が不足している 

・地の利（新幹線・高速道等）を生かしていない
・市内への来場者にとって（大型バス）便が悪い 
・歩道が整備されていない（段差等） 



第１回 市民プラザ跡地複合施設 管理運営ワークショップ 

Ｑ＆Ａ・意見 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．ホワイエというのはなんですか？ 

A.１階玄関を入ったところの広いスペースです。新しい複合施設には、予約不要で利
用できる共有スペース（オープンスペース）を多く設ける予定となっています。そういっ
たスペースを活用して、様々なイベント等もできるのではないかと考えています。 

Ｑ．現在公民館を利用している方々は、新しい複合施設において何かイベント等を実施
することを検討するよりも、各団体の活動を継続して行う為に、活動室を定期的に利用で
きるのかを心配しています。公民館を利用したことが無い方は分からないと思いますが、
非常に大変ですし、施設利用が困難な為に活動を断念している団体もあります。できれば、
毎週利用できるようにして欲しいです。 

Ａ．今後のワークショップにおいて、どのような施設予約等のルールを決めれば皆さ
んが気持よく利用できるのかを、一緒に考えていきたいと思います。次回のテーマは施設
利用の方法等についてではありませんが、他団体とこんな活動を一緒にしてみたい、私た
ちの団体はこの施設をこのように活用したいといったことを考えていただければと思いま
す。 

Ｑ．この施設はどれぐらいの大きさなのですか？例えば、多目的ホールについてですが。。。

Ａ．寸法については平面図をご覧ください。関係施設だと、中央公民館のホール（体育
室）と同じくらいの大きさです。 

 

Ｑ．本庄市の悪い点として、医療についての意見が多く出ていましたが、複合施設につ
いても医療の面にしっかりと対応する必要があると思います。そして、この私たちの意見
も反映されるのでしょうか？ 

 

Ａ．医療に関する意見が多く出ました。新しい複合施設においては、先生が常駐して
診療することは想定していませんが、例えば、医療相談や健康体操の実施などはできると思

います。病院ではありませんが、何か他の面から医療や健康に関連した施設の活用方法を考

えていきたいと思っています。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｑ．本日、良い点・悪い点についての意見が多く出ましたが、それを全て文章にま
とめて欲しいです。 
また、この新しい複合施設の設計に関してですが、基本設計ワークショップが実施

される前に図面が既にできていて、その上でワークショップが行われた印象を受けま
した。今回、管理運営ワークショップに参加している私たちは、基本設計ワークショ
ップの際に、どのような意見があったのか知りません。 
さらに、各団体からは複合施設において今までと同じように施設利用ができるのか

という不安の声があります。活動を希望する団体が多くあるにも関わらず、活動室が
７室で足りるのでしょうか。そして、こういった様々な意見を十分に吸い上げられて
いないまま、現在の図面ができてしまっているように思います。  
山車の展示は賛成ですが、山車は傷みやすいので長期展示は難しいと思います。展

示期間等についてまだ不明確な中、山車の設置スペースを１階から３階まで吹き抜け
にしたデザインにするのは妥当なのでしょうか？ 
せっかくワークショップに参加していますが、私たちの意見が反映されないのでは

という不安があり、次のワークショップに参加する意欲も下がります。 
 

Ａ．設計に関しては、本日お配りした図面で決定しています。工事を遅らせて
まで、設計からやり直すといったことは考えておりません。この設計の中で十分に中

央公民館、コミセンの各利用団体が活動できると考えています。山車については、展

示期間等について課題もありますが、自治会関係者の皆さんと今後話し合いを行い決

めていこうと思っています。 

市役所側から一方的に依頼をするのではなく、皆さんから様々なアイデアや意見を

頂き決めていきたいと考えています。管理運営ワークショップにおいては、活動室の

予約方法や利用料金等、今後検討しなければならない課題は多くあります。 

こういった貴重な意見や議論の内容をしっかりとまとめた上で、ワークショップ
に参加して頂いている皆さんには、お配りしようと考えています。また市民の皆さん

には、広報やホームページ等で定期的にワークショップの内容や成果、現在の状況に

ついて概要を公開したいと思っています。 

 

Ｑ．本当に新しい複合施設は必要なのですか？ 
 この施設は本当に必要なのかなと疑問を感じながらワークショップに参加している方
もいらっしゃいます。市民プラザ跡地の人が集まりにくい場所に小さな施設を作るより
も、何も作らない方がイベントや祭りの時に利用ができて、結果としてまちの為になるの
ではないでしょうか。本庄自体に愛着がなくても本庄の祭りに愛着を持っている方もいま
す。祭りが地域愛のひとつになることもあれば、逆にどのような施設ができたとしても地
域愛に繋がらない場合もあります。そういった参加者の意見や現在に至るまでの複合施設
の計画に対する反省等について議論の余地はないのでしょうか。 
市役所は市民の意見を吸い上げるのが下手だと感じます。 

Ａ．基本設計の段階からワークショップを開いており、段階を踏んで現在に至って
います。次回のワークショップでは今までの経緯について説明した上で、課題に入りたい

と思います。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

その他、ご意見 

 

●本庄市の良い点として、コミセン等の無料で利用できる施設があると挙げました。無
料だからこそ、大勢の方が利用できるのではないかと考えます。新しい複合施設にお
いて、利用料金を取るのであれば、高齢者が多く所属している団体は、活動が難しく
なるのではないかと心配をしています。文化を育てると言いながら、逆の方向へ向か
っているように感じます。 

 
●歩いていける距離に本庄公民館やコミセン等の施設があるというのを良い点として挙
げています。高齢化が進む中、車ではなく歩いて行ける距離に人が集まれる場所があ
るということが、地域のコミュニティ作りにおいて大切だと考えます。複合施設がで
きたとしても、市民の方が気軽に集まれる場所を残してもらいたいです。 

 
●このワークショップは、第三者委員会のように他人に責任を押し付けた市役所の手法
のひとつだと感じています。皆さんのご意見を伺うと言っていますが、逆に市役所は
どのように考えているのかを聞きたいです。相手に責任を押しつけて市民の合意下で
やったというようにしたいのだと感じます。 

 
●新しい複合施設においては、ぜひ無料でいつでも施設を利用したいです。 

Ｑ．昨年の広報で皆さんから複合施設についてアンケートを取ったと思いますが、当初
は社会福祉協議会が複合施設に入らない予定でした。市民活動の施設として計画されてい
たにも関わらず、ボランティアセンターがないことに疑問を感じました。署名活動を行い、
結果として社協の一部分が入ることになりましたが、本来ならば市民が最初から関わり、
建物の構想からワークショップを開き、市民の立場に立った設計が必要であったと思いま
す。 
設計ができた状態で今回ワークショップに参加することになりましたので、この設計が

できた経緯、また駐車場の問題もありますが、どうしてあの場所に建てようと考えたのか
教えて頂きたい。 
 
 

Ａ．社協が入ることになった経緯もそうですが、設計については多くの市民の皆さ
んの意見を集め完成したものです。是非とも利用して欲しい高校生などからも様々な意見

を伺い、ようやくでき上がったのが現在の設計図面です。これまでの経緯については分か

りやすく説明できるように資料を作成したいと思います。 

 



第１回 市民プラザ跡地複合施設 管理運営ワークショップ 

なんでもアンケートのまとめ 

 

１．有孔折板ルーバーの色合い（施設の外観）について 

色合い 人数 選んだ理由 

すべて白色 

（白～灰～黒を基調とした蔵をイメー 

ジするシンプルで落ち着いた外観） 

 

 

１２ ・すっきりとしている 

・蔵の白黒でまとめた方がよい 

・落ち着いていて飽きない 

・シンプルな方が良い 

・素敵 

・外観的には特に問題はなし。お金のかからない方が良

い 

・理由なし ５件 

白色をベースに複数の淡い色を一部 

分に混ぜる 

（蔵のイメージに、山車の華やかさや 

色々な人が交流するイメージをプラ 

スした外観） 

２ ・人々が交流するイメージが必要 

・モダンだから 

どちらでも良い ２ ・自分の感性ではどちらでも可 

・どちらでも良い 

 

２．今日のワークショップについて 

№ 委員の皆さんより 事務局より 

１ ・ワークショップで出た意見を十分に生

かしてほしい。 

 

皆さんにいただいた意見を数多く計画に反映できるよ

う、最大限努力していきます。また、反映できない意見

については、丁寧に回答できるように努めたいと思いま

すので、よろしくお願いします。 

２ ・設計と運営のワークショップを別々に

した意味が分からない。 

・資料と進め方の準備不足。 

・今後のワークショップの資料として、

これまでの施設利用者の一覧を配布

してほしい。 

 

基本設計のワークショップについては、複合化する７つ

の機能を基として、機能統合される中央公民館とコミュ

ニティセンターの利用者を中心に、「どんな部屋が必要

か、どんな間取りや設えが使いやすいか」を公共施設を

頻繁に利用している利用者の観点を交え議論していた

だきました。今回のワークショップについては、複合化

する機能が基とはなっていますが、新施設の役割とし

て、地域の活性化に加え、市民と行政が連携・協力して、

より良いパートナーシップの仕組みを育てていく施設

として位置づけられており、今後の重要課題となる施設

の管理運営の観点から、本庄市の活性化や地域の情報発

資料３ 



信、協働のまちづくりをテーマに熱心に活動しているま

ちづくり分野の市民団体の皆さんに数多くメンバーに

入っていただきました。 

資料や進め方についても苦言をいただきましたが、これ

までも多くの方々にご意見をいただきながら計画を進

めてきた経緯などを少し時間をいただいて説明させて

いただきたいと思います。 

３ ・本庄の魅力について各方面からの参加

者の意見を聞き、今まで気づかなかっ

た多くのことを知ることができた。 

・議論は必要。 

・反論出来ず聞くことしかできない職員

の方には気の毒だが、本音で話した方

が本物の議論が出来るので理解して

ほしい。次回のワークショップを楽し

みにしている。 

みんなに喜んでいただける施設をつくるためには、議論

は必要です。肩書きや所属団体の建て前を抜きにして、

本音で意見をぶつけ合うことから生まれてくるアイデ

アは、自己本位ではなく、本当に市民のためになるアイ

デアだと思います。今回のワークショップも、長年本庄

に住んでいると当然のようになってしまいますが、我が

故郷にも数多くの魅力があることに気付きました。魅力

を伸ばし、欠点を少しでも改善できるように、この施設

が活用できればと考えています。次回もよろしくお願い

します。 

４ ・高齢者用の施設にしてはどうか。 

 

 

 

貴重な意見をありがとうございます。中心市街地の現状

をご存じだからこそ、頂いた意見だと感じています。確

かに中心市街地は高齢者の割合が高い地域です。しか

し、これからの本庄市を考えると、新しい世代の方々に

も是非とも住んでもらいたい地域でもあり、駅や公共施

設にも近いという利点に、プラスαの環境を整備するこ

とで中心市街地の魅力を高めていくことが大切だと思

っています。新施設を高齢者だけの専用施設ではなく、

誰もが気軽に立ち寄ることができ、様々な分野で活躍す

る多くの世代の人々が行き交うことで、日常では得るこ

とができない情報を交換し、そこから新しい発想や発見

が生まれ、また、高齢者の豊富な経験と知識も次世代に

伝承できる交流施設になればと考えています。 

５ ・積極的に発言できて良よかった。 

・障害者の立場から見た施設内部にして

欲しい。 

・利用しやすく、無料で使用できるよう

にしてほしい。 

積極的に発言いただきありがとうございました。事務局

として、本当に助かりました。あらゆる世代の方々が利

用する新施設は、小さな子供から乳幼児を抱えた主婦、

高齢者の方々など、ユニバーサルデザインの観点から誰

もが使いやすい施設となるように設計していす。利用料

金については、管理運営計画においても重要な項目にな

るかと思いますが、施設運営を民間に委託した場合の収

支バランスや施設を利用しない市民との公平性等も考



慮しながら、今後のワークショップの中で考えてみたい

と思います。 

６ ・率直な意見（厳しい）が出たので良か

った。 

・今後ワークショップの回数が多いの

で、大変だと感じた。ワークショップ

の結果を少しでも良い方向に生かし

てほしい。 

事務局としては、建て前ではなく率直な意見をいただき

良かったと思っています。回数が多いのでメンバーの皆

さんにはご負担になるかと思いますので、団体内で仲間

と順番に出席したりして、ご負担を減らしていただけた

らと思います。楽しい雰囲気でワークショップが進めば

良いアイデアが生まれ、素晴らしい計画ができると思い

ますので、これからもご協力よろしくお願いします。 

７ ・今後の運営の中で、自分たちのエゴに

ならないようにしてもらいたい。 

貴重な意見をありがとうございます。新施設は、多くの

市民の期待を背負い建設される施設です。自分達だけが

都合の良い施設ではなく、全市民の利益になるように、

広い視野を持ちながら議論を進め、管理運営計画を策定

しなければならないと思います。 

８ ・皆さん多くの意見が出て、良い雰囲気

だった。 

・イベントの希望を取るよりも、利用者

は今までのように同じ曜日でコンス

タントに施設を使用できるかを心配

していることを忘れないでもらいた

い。 

多くの意見が出たのも、メンバーの皆さんの雰囲気作り

が上手だったからだと思います。ありがとうございま

す。２回目のワークショップでは、「新しい施設でどん

なことができるのか」を想像することで、施設の求めら

れている姿が見えてくればいいなと考えています。そこ

から組織体制や規則、必要な備品などのアイデアも出て

くることを期待しています。 

また、説明が不十分なこともあり、多くの方が今までと

同じように利用できるのか不安に思っていることも事

実ですので、利用のルールなど、今後のワークショップ

の中で一緒に考えていけたらと思います。よろしくお願

いします。 

９ ・一市民にも参加者を募集してもよかっ

たのではないか。 

・市報をもっと読みやすく工夫してほし

い。 

メンバーについては、複合化する機能を基に、多分野か

ら市内で活躍する市民団体の方々から選出していただ

きました。意見の出やすいワークショップという会議形

式にしたことから人数の制約もあり、メンバーの一般公

募はしませんでしたが、今回選出された皆さんも団体か

らの推薦ではありますが、一市民としての目線から、ご

意見をいただければ幸いです。 

新施設の建設については、昨年度から計画の節目におい

て、５回にわたり「広報ほんじょう」で情報発信してい

ますが、分かりやすく読みやすい広報となるように心が

けたいと思います。今後ともご指摘いただければと思い

ます。 



10 ・本庄市について、良い点よりも悪い点

の方が多いという事をしっかりと認

識してほしい。 

メンバーの皆さんが感じているように、本庄市には改善

すべき課題が数多く残されています。新しい施設では、

これらの課題に対し、市民と行政が連携・協力しながら

解決に向けた取り組みを１つでも２つでも行えればと

考えています。まずは状況を把握することが大切だと思

い、初回のテーマにしました。今後の議論に上手につな

げていけたらと考えていますので、ご協力お願いしま

す。 

11 

 

・市民プラザ跡地複合施設は、コミセ

ン・中央公民館・市民プラザの利用者、

そして北口再開発の２点を基本とし

ているので、その点を踏まえた使いや

すい施設にしていきたい。 

ご指摘いただいたとおり、新施設は機能統合されるコミ

センと中央公民館の利用者団体はもちろんのこと、ボラ

ンティア団体や地域団体、ＮＰＯ法人など、あらゆる分

野の団体や個人に分け隔てなく利用してもらいたいと

考えています。それだけでなく、駅北口の中心市街地活

性化の核となる施設であり、効果が周辺にも波及するよ

うに、管理運営体制や利用のルールづくりが重要だと考

えています。この基本となる２点を念頭に、多くの意見

やアイデアを今後ともよろしくお願いします。 

12 ・ワークショップが何かの役に立つのか

と思っていたが、興味深く面白かっ

た。皆さんの意見を聞いて色々考えさ

せられた。 

・参加者の皆さんそれぞれ考えがあるよ

うだったが、このワークショップに参

加出来ない公民館利用者の方々から

も不安の声を聞いている 

参加していただいたメンバーの数だけ意見があります。

まずは意見を聞き、理解し、自分との意見の違いを感じ

ることが第一歩だと考えています。 

また、公民館利用者から不安の声も上がっているとのこ

とですので、メンバーの皆さんと共に素晴らしい管理運

営計画を作成し、公民館の利用者の方々にも順次説明し

ていけたらと考えています。次回も「面白かった」と言

っていただけるように、準備したいと思います。 

13 ・基本設計ワークショップについて概要

を知りたい。 

参加いただいた皆さんによる意見交換の時間を長くと

ろうとするあまり、事務局からの説明を簡単に済ませて

しまったことを反省しております。基本設計ワークショ

ップをはじめ、これまでの経緯を２回目のワークショッ

プの時に少し時間をいただいて話をしたいと思います。

これからもアンケートの中でも構いませんので、質問等

があればお書きください。 

14 ・ワークショップで出た意見をぜひ反映

してほしい。 

１回目のワークショップから多くの貴重な意見をいた

だき感謝しております。いただいた意見の中には相反す

る意見もあり、すべてを反映することは難しいことでは

ありますが、内容を十分に分析したうえで可能な限り反

映させたいと考えております。 

 



市民プラザ跡地複合施設建設 これまでの経緯 

 

平成２３年 

  ４月：関係部局で現状把握等を踏まえた新施設の機能及び規模の検討開始 

１０月：建設に関する自由意見の募集（広報掲載） 

    ：震災の影響により市民プラザ解体 

 

平成２４年 

１月：第１回公共施設再配置・複合施設機能検討懇談会（市内各分野の団体より２１名で構成） 

    ◆公共施設の再配置【資料４（１）】 

    ◆自由意見の集計結果【資料４（２）】 

◆建設コンセプトと検討中の機能・規模【資料４（３）】 

２月：第２回公共施設再配置・複合施設機能検討懇談会 

    ◆建設コンセプトと検討中の機能【資料４（４）】  

 

          ～ 機 能 決 定 ～ 

５月：第１回基本設計ワークショップ（中央公民館とコミセンの利用者中心に１６名で構成） 

    ◆どんな活動がしたいか ◆どんな部屋や設えが必要か【資料４（５）】 

６月：機能決定のお知らせ（広報掲載） 

：高校生アンケート及びヒアリング 

  ◆複合施設でやりたいこと【資料４（６）】 

  ：第２回基本設計ワークショップ 

    ◆各階平面図の検討 ◆部屋をどう使いたいか【資料４（７）】 

  ：第３回基本設計ワークショップ 

    ◆これまでの振り返り ◆部屋やスペースの設え【資料４（８）】 

８月：基本設計（案）のお知らせ（広報掲載） 

：第３回公共施設再配置・複合施設機能検討懇談会 

    ◆機能決定報告 ◆基本設計ワークショップ報告 ◆基本設計（案）報告 

 

        ～ 基 本 設 計 完 成 ～ 

 １１月：基本設計完成のお知らせ（広報掲載・閲覧） 

 １２月：基本設計の施設配置・環境配慮・外装計画・概算工事費のお知らせ（広報掲載） 

 

平成２５年     ～ 実 施 設 計 完 成 ～ 

７月：実施設計の外観図・内観図のお知らせ（広報掲載） 

：建設工事入札公告 

：第１回管理運営ワークショップ（利用が想定される団体やまちづくり活動団体より１７名

で構成） 

  ◆設計の概要説明 ◆本庄市の良い点と悪い点 

資料４ 



資料４（１）



延床面積 ㎡

62,479.16

39,270.04

92,285.20

194,034.40

○耐震改修や建替えが必要な旧耐震（建築年S５６年以前）の施設が、１４５施設あります。

施設数割合　１４５／２１８・・・６６．５１％

耐震別 構成比

　旧耐震（建築年S５６年以前） 32.20%

　耐震改修済み 20.24%

145

9

　新耐震（建築年S５７年以降） 47.56%

合　　　計 100.00%

64

218

施設数

旧耐震

32.20%

耐震改修済み

20.24%

新耐震

47.56%

【延床面積割合】
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延床面積 ㎡

13,648.10

39,307.49

39,329.61

74,599.36

23,713.09

3,436.75

194,034.40

○築４０年を超える施設が９０施設あります。

施設数割合　　９０／２１８・・・４１．２８％

○築３０年を超える施設が１５４施設あります。

施設数割合　１５４／２１８・・・７０．６４％

218

経過年数(２０１２年基準） 構成比施設数

38.45%

　４１年～５０年 12.22%

　５１年以上 1.77%

　１０年以下 7.03%

　１１年～２０年 20.26%

　２１年～３０年 20.27%

7

20

37

64

80

10

合　　　計 100.00%

　３１年～４０年

１０年以下

7.03%

１１年～２０年

20.26%

２１年～３０年

20.27%

３１年～４０年

38.45%

４１年～５０年

12.22%

５１年以上

1.77%

【延床面積割合】
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延床面積 ㎡

4 (2) 14,978.91

25 (１６) 28,061.63

2 (－) 10,423.34

35 (１４) 95,808.82

1 (－) 350.48

1 (－) 623.13

115 (９４) 28,862.57

218 (１４５) 194,034.40

※(　)は旧耐震

　社会教育施設 　公民館、図書館、体育館 14.46%

　文化施設 　文化会館 5.37%

　全施設区分の施設数、延床面積

施設区分 構成比

　行政施設 　庁舎、支所 7.72%

　社会福祉施設
　隣保館、

16 3,599.04 1.85%
　同和対策集会所

　保健・福祉施設
　保育所、児童センター、

15 9,495.24 4.89%
　保健センター

　観光施設
　観光農業センター、

2 427.29 0.22%
　いずみ亭

　学校施設 　小中学校（含、体育館） 49.38%

　農業施設 　あさひ多目的研修ｾﾝﾀｰ 0.18%

　勤労者施設 　勤労青少年ホーム 0.32%

　その他
　いまい台交流センター、

2 1,403.95 0.72%
　ｲﾝﾌｫﾒｰｼｮﾝｾﾝﾀｰ

　市営住宅 　市営住宅 14.87%

合　　計 100.00%

(６)

施設数

(１３)

(－)

(－)

行政施設

7.72%
社会教育施設

14.46%

文化施設

5.37%

保健・

福祉施

設
4.89%

社会福祉施設

1.85%

学校施設

49.38%

農業施設

0.18%

観光施設

0.22%

勤労者施設

0.32%
その他

0.72%

市営住宅

14.87%

【延床面積割合】
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“公共施設の再配置の観点” 

 

・現状把握と課題の共有 

・行政サービスの維持・向上 

・最適な施設配置のあり方 

・統廃合、長寿命化、建替え時の多機能化等のあり方 

・既存の公共施設の一元管理 

・横断的な財政計画 

・民間施設の活用 



 
 

 

市民プラザ跡地公共施設建設・児玉総合支所建替えに関する 

自由意見の集計結果について 

 

平成２３年１０月３日(月)～１０月３１日(月)まで自由意見を募集し、２１６通の 

応募がありました。主な内容については、以下のとおりです。詳細については、別紙 

のとおりです。 

 

１．属性について 

住所は、｢本庄地域｣が５０.０％、｢児玉地域｣が４５.８％であまり差がありません。 

年齢は、「６０歳代」が３７.０％で最も多く、次いで「７０歳以上」の２２.７％、 

「５０歳代」１５.７％と、この３つで全体の７５％を占めています。 

 

２．『市民プラザ跡地公共施設』に必要だと思う機能について 

「多世代が利用・交流できるスペース」が４９.４％で最も多く、次いで「ボランテ 

ィア団体等の市民活動支援機能」４６.６％、「休日急患診療・健診等の健康推進機 

能」３６.８％の順となっています。 

 

３．『児玉総合支所』に必要だと思う機能について 

「多世代が利用・交流できるスペース」が４７.２％で最も多く、次いで「休日急患 

診療・健診等の健康推進機能」４５.３％、「児童館・子育て相談等の子育て支援機 

能」４３.４％の順となっています。 

 

４．自由な意見について 

「機能」に関する意見が多いほか、「外観」や「規模」等に関する内容となってい 

ます。 

 

５．その他 

自由意見のほか、２件の要望書の提出がありました。 

  市民プラザ跡地に隣接している地域住民及び関係者から、防災機能・従来のプラザ

機能・山車等の展示機能の要望があり、また、別の市内団体からは、市民の利便性の

向上を図るとともに、中心商店街の活性化に向けた集客力のある複合施設の機能につ

いて要望がありました。 

 

 

平成 23年 11月 29日（火） 
本庄市議会全員協議会資料 
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○中心市街地の空洞化（空き家、空き店舗の増加）
○老朽化した公共施設の管理維持費の増大

市民プラザ跡地公共施設建設のコンセプト及び検討中の機能・規模

 ○人口の減少と高齢化
○市民ニーズの多様化

背景

建設のコンセプト

①にぎわいの創出
中心市街地に複合施設を

整備することで地域の発

展及び活性化を図る

③老朽化施設の対策
市内公共施設を適正配置することで

効率的かつ効果的な管理運営を目指

す

②イベント広場の整備
本庄まつり等各種イベントの

メイン会場にも対応できる広

場を整備する

多世代交流機能
○世代を超えて多くの人

が集う交流拠点

○誰もが利用しやすい施

設

展示及び情報発信機能
○市をＰＲするシンボル

的なものの展示

○市内外へ歴史・文化・

観光の情報発信

○市内回遊ルートの拠点

○児玉郡市内の広域観光

ルートのＰＲ拠点

■歴史民俗資料館

（築１２９年・１９８㎡）

イベント会場機能
○地域活性化イベントの

拠点

○普段は駐車場として使

用

生涯学習機能
○市民に親しまれる文化活動の交

流拠点
■中央公民館（築３７年・１８２９㎡）

■旭公民館 （築３２年・ ３４７㎡）

■仁手公民館（築３１年・ ３４７㎡）

■北泉公民館（築３３年・ ３４７㎡）

■本庄公民館

（旧市民プラザ内１８３㎡使用）

■市立図書館（築３１年・２５５７㎡）

防災機能
○安全安心のまちづくり

の推進

○地域の避難場所（耐震

構造の複合施設・ポケッ

トパークの整備）

○備蓄庫

市民活動推進機能
○市民との協働によるまちづくりの

拠点
■コミュニティセンター

（築３２年・１０８１㎡）

健康づくり・子育て・福祉

支援機能
○誰もが健やかに安心して暮らせる

まちづくりの推進

○新たな子育て世代の定住化を促進
■保健センター （築３２年・１０９０㎡）

■前原児童センター（築３２年・４１８㎡）

■社会福祉協議会

（旧市民プラザ内約２００㎡使用）

■障害福祉センター

（築４８年・５４８㎡）

機能

資料４（３）



【建物規模】
■地上３階建
■延床面積　３，５００㎡

【敷地利用例】
敷地面積　５，８１０㎡

■建築面積　１，１６７㎡
■緑地（ポケットパーク）　５８０㎡
■駐輪所等　１６３㎡
■駐車場　３，９００㎡（１３０台）

※１台当り３０㎡で計算

市民プラザ解体前の敷地利用 複合施設建設時の敷地利用例

建物規模と敷地利用



Ｈ２４．２．１３
企画財政部 企画課

【中央公民館】

【地区公民館】

【市立図書館】

【コミュニティセンター】

【保健センター】

【児童センター】

【社会福祉協議会】

【障害福祉センター】

本庄地域の東西に各１施設。再配置に
ついては今後の検討課題。複合施設内
にも子育て支援機能を設置。

本庄市と郡内３町の委託により郡内の
障害者の支援を行う作業所や相談等を
行う法人が入居している。今回の複合
化の範囲には入らないと判断。

市民プラザ跡地公共施設建設のコンセプト及び検討中の機能

本庄地域に１施設。３つのコンセプト
よりプラザ跡地での複合化が相応しい
と判断。

小学校区に１つ設置。再配置について
は今後の検討課題。

市全域の中央図書館。広い床面積
（3300～3800㎡）と広い敷地を必
要とし、アクセスのしやすさも考慮し
た相応しい場所を選定。

市全域を対象とした施設。３つのコン
セプトよりプラザ跡地での複合化が相
応しいと判断。

休日急患診療所は郡市内からアクセス
のしやすい場所が適当。複合施設内に
健康づくり支援機能を設置。

収益性のある社会福祉法人という側面
を持っているため、他の法人と比較し
優遇とならないように課題の整理が必
要。

建設のコンセプト

老朽化施設の対策
市内公共施設を適正配置するこ

とで効率的かつ効果的な管理運

営を目指す

生涯学習機能

市民活動推進機能

健康づくり・子育て・福祉支援機能

○市民に親しまれる文化活動の交流拠点

○市民との協働によるまちづくりの拠点

○ボランティア団体やNPO法人と連携し

たまちづくりの推進

○誰もが健やかに安心して暮らせるまち

づくりの推進

○新たな子育て世代の定住化を促進

■中央公民館（築３７年・１８２９㎡）

■旭公民館 （築３２年・ ３４７㎡）

■仁手公民館（築３１年・ ３４７㎡）

■北泉公民館（築３３年・ ３４７㎡）

■本庄公民館

（旧市民プラザ内１８３㎡使用）

■市立図書館（築３１年・２５５７㎡）

■コミュニティセンター

（築３２年・１０８１㎡）

■保健センター

（築３２年・１０９０㎡）

■前原児童センター

（築３２年・４１８㎡）

■社会福祉協議会

（旧市民プラザ内約２００㎡使用）

■障害福祉センター

（築４８年・５４８㎡）

機 能

にぎわいの創出
中心市街地に複合施設を整備す

ることで地域の発展及び活性化

を図る

イベント広場の整備
本庄まつり等各種イベントのメ

イン会場にも対応できる広場を

整備する

多世代交流機能
○世代を超えて多くの人が集

う交流拠点

○誰もが利用しやすい施設

展示・情報発信機能
○市をＰＲするシンボル的

なものの展示

○市内外へ歴史・文化・観

光の情報発信

○市内回遊ルートの拠点

○児玉郡市内の広域観光

ルートのＰＲ拠点

イベント会場機能
○地域活性化イベントの拠点

○普段は駐車場として使用

防災機能
○安全安心のまちづくりの

推進

○地域の避難場所（耐震構

造の複合施設・ポケット

パークの整備）

○備蓄庫

資料１

再配置の方針

原則として、統廃合された施設

は解体し、跡地については売却

する。

統廃合された施設の方針

資料４（４）



複合施設の機能連携のイメージ図(案）

Ｈ２４．２．１３
企画財政部 企画課

多様な市民ニーズに対応できる多種多様な部屋 山車展示・市PRスペース
多目的に利用できる部屋を利用し各種講座を開催

健康づくり・子育て・福祉支援に関する活動の場の提供

駐車場兼イベント広場（3900㎡）

事務室 市ＰＲ
施設運用・活用
（民営の検討）

共用施設（トイレ・階段・倉庫・機械室等）
備蓄庫

ポケットパーク（580㎡）

コンシェルジュ等

予約なしで使えるテーブル席、子ど
もを遊ばせながら親が休憩できる
部屋、雑誌や新聞が閲覧できる
コーナー等、誰もが気軽に立ち寄
れる場所を設置

生涯学習機能 市民活動推進機能 多世代交流機能 展示・情報発信機能

連携

防災機能

イベント会場機能

健康づくり・子育て・福祉支援機能

１４００㎡程度 ６００㎡程度

３００㎡程度

５０㎡程度 １１５０㎡程度

資料２



市民プラザ跡地複合施設　生涯学習機能・市民活動推進機能の部屋割検討資料 Ｈ２４．２．１３
企画財政部 企画課

■現在の部屋別使用状況(H23.2実績より） 稼働率が５０％未満

部屋区分 部屋名 定員（人） 時間帯 稼働率（％） 部屋名 定員（人） 時間帯 稼働率（％） 合計部屋数
午前 64 午前 73
午後 64 午後 50

（330㎡） 夜間 57 （103㎡） 夜間 23
午前 43
午後 57

（108㎡） 夜間 25
午前 57
午後 61

（108㎡） 夜間 14
午前 25 午前 68
午後 54 午後 71

（72㎡） 夜間 21 （7１㎡） 夜間 59
午前 25 午前 29
午後 46 午後 38

（36㎡） 夜間 36 （40㎡） 夜間 45
午前 18 午前 38
午後 14 午後 48

（36㎡） 夜間 39 （40㎡） 夜間 32
午前 10
午後 50

（21㎡） 夜間 5
午前 14 午前 24
午後 14 午後 67

（20㎡） 夜間 7 （45㎡） 夜間 45
午前 29
午後 32

（39㎡） 夜間 18
午前 14
午後 25

（108㎡） 夜間 0
午前 14
午後 11

（54㎡） 夜間 4
午前 48
午後 52

（75㎡） 夜間 45

合計 １７３㎡
（５部屋）

合計 １４３㎡
（２部屋）

合計 １０４㎡
（３部屋）

合計 ４４０㎡程度

合計 ２００㎡程度

合計 ２０㎡程度

視聴覚室
視聴覚教室

63

料理実習室
料理実習室

30

ギャラリー
ギャラリー

和室

和室Ａ
15

和室AＢ
27

和室Ｂ
30

小規模会議室
（４９㎡以下）

団体会議室Ａ
18

趣味の部屋A
20

趣味の部屋C
12

団体会議室Ｂ
18

趣味の部屋B
20

中規模会議室
（５０～９９㎡）

実習教室Ｂ
54

集会室AＢ
40

大規模会議室
（１００㎡以上）

ホール
200

多目的ホール
120

合計 ６４９㎡
（４部屋）

実習教室Ａ
81

会議室
92

生涯学習機能・市民活動推進機能の部屋数

合計 ６００㎡程度

合計 １０８㎡
（１部屋）
合計 ５４㎡
（１部屋）

合計 ８０㎡程度

合計 ６０㎡程度

合計 ７５㎡
（１スペース）

合計 ２００㎡程度

１４００㎡程度複合施設に統合

中央公民館 コミュニティセンター

中央公民館

合計９１１㎡

（１０部屋）

コミュニティセンター

合計 ３２０㎡

（６部屋）

ギャラリースペース

７５㎡

複合施設

総合計

１２３１㎡

（１６部屋）

複合施設に統合
ギャラリースペース

２００㎡程度

将来における社

会情勢や市民

ニーズの変化に

も柔軟に対応で

きるように、余

裕のある設計に

する。

部屋の数や配

置等の使い勝

手については、

施設利用者が

中心となり構

成される『ワー

クショップ』で協

議する。

資料３



№ 団体

16 児玉郡市広域消防本部

15 本庄商工会議所

14 本庄市観光協会

13 本庄市身体障害者福祉会

12 本庄市ボランティアグループ連絡会

11 スポーツ推進委員

10 市民活動団体

9 ボランティアセンター運営委員会

8 北口まちづくり推進の会

7 本庄市自治会連合会

6 本庄市コミュニティ協議会

5 本庄市コミュニティ協議会

4 本庄市コミュニティ協議会

3 中央公民館利用者団体協議会

2 中央公民館利用者団体協議会

市民プラザ跡地複合施設建設に伴う基本設計ワークショップメンバー

1 中央公民館利用者団体協議会

資料４（５）













資料４（６）



資料４（７）























資料４（８）

























市民プラザ跡地複合施設 第３回管理運営ワークショップの課題告知 

 

次回のワークショップの課題をお知らせします。お忙しい中ではありますが、次回までに、何

んとなくでも頭の中で整理しておいていただくと幸いです。 

 

次回ワークショップのテーマ 

『施設のきまりを考えよう～誰もが使いやすい施設とは～』 

 

１．次回ワークショップのねらい 

新しい施設には、多種多様な市民ニーズに対応するために、仕様の異なる部屋やスペース

が数多くあります。また、市内外から多くの人々が、様々な目的を持ってこの施設に訪れる

ことになるでしょう。多くの機能を兼ね備えた、そんな施設であるからこそ、誰もが気持よ

く施設を利用できるように、一定のルールが必要になります。 

第１回のワークショップでは「本庄市の良い点と悪い点」を挙げてもらいましたが、良い

点を活かし、悪い点を改善するために、どんなルールが必要ですか…。第２回のワークショ

ップでは「イベントや事業のアイデア」を考えていただきましたが、多くの人が参加し喜ん

でもらえるようなイベントや事業にするために、どんな規則を設ける必要がありますか…。 

これまでのワークショップの内容も振り返りながら、実際に施設を利用していただく皆さ

んと新施設の利用規則を考えてみましょう。「管理運営基本計画」をまとめるうえでも、重要

な部分になります。 

 

２．ルールを考えるうえで注意すること 

誰もが心地よく施設を利用できるようにルールをつくることは、意外と難しいことです。

自分の権利ばかり主張すると、他の人にとっては使いづらい施設となってしまうこともあり

ます。また、「今までがこうだったから」ということで、現在と同じルールにする前に、時代

背景等も考慮し、市民や本庄市の将来のために本当にベストな選択なのか、もう一度考えて

みる必要があるのではないでしょうか？ 

色々な分野の人々が集まる複合施設ですから、この施設が活動の拠点となり、新たな交流

が生まれ、その活気が街全体に波及していく、そんな施設の特徴を活かしたルールをつくり

ましょう。 

 

３．次回ワークショップの進め方 

① 個人作業 

・「開館時間」や「利用料金」等の項目に沿ったルールのアイデアをふせんに記入します。 

② グループワーク 

・「どうしてこのルールが必要なのか」を簡単に説明しながら、項目・部屋別に仕切られ

た一覧表（模造紙）にふせんを貼ります。 

・グループ内で傾向をまとめます。全体のバランスに注意してください。 

③ 各グループからの発表 

・各グループの発表を聞き、参加者全員で意見や課題を共有します。 

資料５



『施設のきまりを考えよう～誰もが使いやすい施設とは～』

２階 屋外
活動室Ａ～Ｇ キッチンスタジオ

多目的ホール 展示ホール カフェ 展示スペース 作業室 和室 アトリエ 交流スペース イベント広場

ＩＴルーム フィットネスルーム 小イベント広場

音楽スタジオ

開館日
休館日

開館時間

使用時間帯

利用料金

減免・

１～３階

個人学習
ルーム

市民活動
支援ルー
ム

市民活動
支援ス
ペース

ショップス
ペース

１階 ３階

年末年始は？ 定期休館日は？…など

スタッフの勤務体制にも配慮しつつ…
朝何時から夜何時？ 学生や社会人への配慮は？…など

効率的に多くの団体や個人が利用できるように配慮しつつ…
使用の時間区分（時間単位、午前・午後・夜間）？ 連続使用は？ 早朝使用は？…など

新施設を利用する人と利用しない人との公平性（受益者負担の原則）に配慮しつつ…
有料か無料か？ 土日祝祭日の割増は？ 入場料を徴収する場合の割増は？ リハーサル等の準備利用の割引は？…など

利用料金の減免や免除をする場合があるか（市内在住・在勤・在学、学生、高齢者、ボランティアなど）？ 優先予約は？ 優遇する個人や団体の基準は？…など減免
優遇措置

使用申請

利用制限

禁止事項

駐車場

その他

利用料金の減免や免除をする場合があるか（市内在住・在勤・在学、学生、高齢者、ボランティアなど）？ 優先予約は？ 優遇する個人や団体の基準は？…など

誰でも手軽に利用できる施設になるように配慮しつつ…
申請方法は？ 申請開始時期は？…など

誰でも利用できるとは言え、施設のコンセプトに照らし合わせながら…
利用できない（制限しなくてはならない）個人や団体は？ 利用できない使用目的は？…など

誰もが気持よく利用できるように配慮しつつ…
飲食は？ 喫煙は？ 土足は？ 予約しないで利用できるスペースの占拠は？…など

郊外ではなく、中心市街地の限られた広さの敷地に建設する施設であり、敷地内に６０台分確保しているが…
開錠時間と閉錠時間は？ 利用制限は？…など

設備や備品の使用料は？…など


